
数学 NO.３７
〈解答〉
1　⑴　∠x＝₆₆°　 ⑵　∠x＝₆４°　 ⑶　∠x＝₆₇°　 ⑷　∠x＝₅１°
　　⑸　∠x＝₃₉°　 ⑹　∠x＝₃₅°　 ⑺　∠x＝₃４°　 ⑻　∠x＝₃₆°　 ⑼　∠x＝₃₀°
2　⑴　x＝２₇，y＝₃２　　⑵　x＝ ４，y＝２.４　　⑶　x＝２₇，y＝１２
3�　△ＡＢＤと△ＡＥＢにおいて，
　共通な角だから∠ＢＡＤ＝∠ＥＡＢ…①
　弧ＡＢに対する円周角は等しいから，∠ＡＤＢ＝∠ＡＣＢ…②
　ＡＢ＝ＡＣより，∠ＡＢＥ＝∠ＡＣＢ…③
　②③より∠ＡＤＢ＝∠ＡＢＥ…④
　①④より ２組の角がそれぞれ等しいので，△ＡＢＤ∽△ＡＥＢである。

配点　1，2各 ２点，3 ４ 点　２₈点満点　※2各両解

〈解説〉
1�　 １つの円において，弧の長さと中心角，円周角の大きさの間には，次のような ２つの
関係がある。これを円周角の定理という。（図 １）
　①　 １つの弧に対する円周角の大きさは，その弧に対する中心角の大きさの半分である。

　　　　∠ＡＰＢ＝ １２ ∠ＡＯＢ

　②　同じ弧に対する円周角の大きさは等しい。
　　　　∠ＡＰＢ＝∠ＡＰ１Ｂ＝∠ＡＰ２Ｂ
　③ 　中心角が１₈₀°の場合，円周角は半分の₉₀°なので，半円の弧に対する円周角は直角

である。（図 ２）

2　⑴　ＡＤ：ＤＢ＝ＡＥ：ＥＣより　　　　ＡＤ：ＡＢ＝２１：２₈＝ ₃ ： ４ より
　　　　　２１： ₇ ＝x： ₉　　　　　　　　　　 ₃： ４ ＝２４：y
　　　　　 ₃： １ ＝x： ₉　　　　　　　　　　　  ₃ y＝₉₆
　　　　　　　  x＝２₇　　　　　　　　　　　　　　y＝₃２

　　⑵　ＡＢ：ＡＤ＝ＢＣ：ＤＥより　　　　ＡＤ：ＤＢ＝ＡＥ：ＥＣより
　　　　   ４.₈： ₃ ＝x：２.₅　　　　　　　　 ₃ ：１.₈＝ ４ ：y
　　　　　　　  x＝ ４　　　　　　　　　　　　　y＝２.４

図 １ 図 ２



　　⑶　ＡＤ：ＡＣ＝ＡＥ：ＡＢより　　　　ＡＤ：ＡＣ＝ＤＥ：ＣＢより
　　　　　１₀：₃₀＝ ₉ ：x　　　　　　　　    １₀：₃₀＝y：₃₆
　　　　　　　  x＝２₇　　　　　　　　　　　　   y＝１２


